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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成30年12月26日に提出いたしました第58期（自　平成29年10月1日　至　平成30年9月30日）有価証券報告書の記

載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

　

２【訂正事項】

　第一部 企業情報

　　第２ 事業の状況

　　　　３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

 
３【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

　第一部企業情報

　　第２事業の状況

　　　　３経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　　　　(業績等の概要)

　　　　　　(2) 財 政 状 態 の 状

況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　当事業年度末における財政状態は、前年同期と比べ資産合計は15,201千円の減少、負債合計は

17,646　　　　　　　　　　

　　　　　　千円の減少、純資産合計は2,444千円の増加となりました。

　　　　　　　　資産の主な変動要因は、現金及び預金の増加23,978千円、有形固定資産の減少33,557千円によるも

の　　　　　　　　

　　　　　　です。

　　　　　　　負債の主な変動要因は、長期リース債務の減少9,720千円によるものです。　　

　　　　　　　純資産の主な変動要因は、当期純利益の計上により2,444千円増加したことによるものです。
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